○広島県立中央森林公園設置及び管理条例新旧対照表

改正後
改正前

○広島県立中央森林公園設置及び管理条例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成五年七月七日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条例第二十号

第一条～第二条　（略）

　（利用の許可）

第3条 別表第一又は別表第二に掲げる中央森林公園の施設及び設備（以

下「施設等」という。）を利用しようとする者は，知事の許可を受けな

ければならない。

２　知事は，前項の許可をする場合においては，中央森林公園の管理上必

要な限度において条件を付することができる。

　（利用許可の制限）

第4条 知事は，施設等の利用の目的又は方法が，次の各号のいずれかに

該当するときは，利用を許可してはならない。

　一　公益を害し，又は風俗を乱すおそれがあると認められるとき，その

他住民の福祉を増進する目的に照らし適当でないと認められるとき。

　二　施設等を損傷するおそれがあると認められるとき。

　三　集団的に又は常習的に暴力的不法行為を行うおそれがある組織の

利益になると認められるとき。

　四　中央森林公園の管理及び運営上支障があると認められるとき。

　（使用料の納付等）

第五条　中央森林公園を利用する者のうち，別表第一に掲げる施設を利用する者は同表に定める金額の使用料を，別表第二に掲げる施設及び設備を利用する者は第十条第二項の限定により同表に掲げる施設及び設備の管理受託者（以下「管理受託者」という。）が同表に定める金額の範囲内で知事の承認を受けて定める当該施設及び設備の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）をそれぞれ納付しなければならない。

２　知事は，特別の理由があると認めるときは，使用料を減免することができる。

３　既納の使用料は，返還しない。ただし，知事が特別の理由があると認めたときは，この限りでない。

　（利用許可の取消し等）

第六条　知事は，利用許可を受けた者が次の各号のいずれかに該当するときは，施設等の利用の許可の全部若しくは一部を取り消し，利用の方法を制限し，又は利用の停止を命じることができる。

　一　許可された利用目的以外に施設等を利用したとき。

　二　第四条各号のいずれかに該当するに至ったとき。

　三　偽りその他不正な手段により利用の許可を受けたとき。

　四　この条例若しくはこの条例に基づく規則の規定又は第三条第二項の規定により付された条件に違反したとき。

　五　許可に基づく権利を譲渡し，又は他人に利用させたとき。

２　前項の規定により利用の許可を取り消し，利用の方法を制限し，又は利用の停止を命じたことによって，利用許可を受けた者に損失が生じることがあっても，県は，これに対して補償する義務を負わない。
　（順守事項）

第七条　中央森林公園を利用する者は，次の事項を順守しなければならない。

　一　木竹を伐採し，土石を採取し，又は土地の形状を変更する等中央森林公園の自然環境を損なう行為をしないこと。

　二　施設及び設備をき損し，又は汚損しないこと。

　三　その他知事が定める事項

　（行為の許可）

第八条　中央森林公園の区域内において，物品の販売又は頒布，募金，宣伝，競技大会，興行その他これらに類する行為をしようとする者は，知事の許可を受けなければならない。

（管理の委託）

第九条　地方自治法（昭和二十二年法律第六十七号）第二百四十四条の二第三項の規定により，知事は，別表第二に掲げる施設及び設備の管理を広島エアポートビレッジ開発株式会社に，その他の施設及び設備の管理を財団法人中央森林公園協会にそれぞれ委託する。

２　前項の規定により，知事が委託する中央森林公園の管理に関する業務の範囲は，次のとおりとする。

　一　施設及び設備の利用に関すること。

　二　施設及び設備の維持及び修繕に関すること。

　（利用料金の収入等）

第十条　第五条第一項の規定により，別表第二に掲げる施設及び設備を利用する者が納付する利用料金は，管理受託者の収入とする。

２　利用料金の額は，別表第二に掲げる施設及び設備の区分に応じて同表に定める金額の範囲内において管理受託者が知事の承認を受けて定めるものとする。

３　第五条第二項及び第三項の規定は，利用料金の減免及び返還について準用する。この場合において，同条第二項中「知事は，」とあるのは「管理受託者は，知事が別に定める」と，「使用料」とあるのは「利用料金」と，同条第三項中「使用料」とあるのは「利用料金」と，「知事」とあるのは「管理受託者」とそれぞれ読み替えるものとする。

　（委任規定）

第十一条　この条例に定めるこののほか，中央森林公園の管理に関し必要な事項は，知事が定める。

別表第一（第三条，第五条関係）

別表第二（第三条，第五条，第九条，第十条関係）
以下　（略）

　
○広島県立中央森林公園設置及び管理条例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成五年七月七日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条例第二十号

第一条～第二条　（略）

（使用料の納付等）

第三条　中央森林公園を利用する者のうち，別表第一に掲げる施設を利用する者は同表に定める金額の使用料を，別表第二に掲げる施設及び設備を利用する者は第七条第二項の限定により同表に掲げる施設及び設備の管理受託者（以下「管理受託者」という。）が同表に定める金額の範囲内で知事の承認を受けて定める当該施設及び設備の利用に係る量感（以下「利用料金」という。）をそれぞれ納付しなければならない。

２　知事は，特別の理由があると認めるときは，使用料を減免することができる。

３　既納の使用料は，返還しない。ただし，知事が特別の理由があると認めたときは，この限りでない。

（順守事項）

第四条　中央森林公園を利用する者は，次の事項を順守しなければならない。

　一　木竹を伐採し，土石を採取し，又は土地の形状を変更する等中央森林公園の自然環境を損なう行為をしないこと。

　二　施設及び設備をき損し，又は汚損しないこと。

　三　その他知事が定める事項

　（行為の許可）

第五条　中央森林公園の区域内において，物品の販売又は頒布，募金，宣伝，競技大会，興行その他これらに類する行為をしようとする者は，知事の許可を受けなければならない。

（管理の委託）

第六条　地方自治法（昭和二十二年法律第六十七号）第二百四十四条の二第三項の規定により，知事は，別表第二に掲げる施設及び設備の管理を広島エアポートビレッジ開発株式会社に，その他の施設及び設備の管理を財団法人中央森林公園協会にそれぞれ委託する。

２　前項の規定により，知事が委託する中央森林公園の管理に関する業務の範囲は，次のとおりとする。

　一　施設及び設備の利用に関すること。

　二　施設及び設備の維持及び修繕に関すること。

　（利用料金の収入等）

第七条　第三条第一項の規定により，別表第二に掲げる施設及び設備を利用する者が納付する利用料金は，管理受託者の収入とする。

２　利用料金の額は，別表第二に掲げる施設及び設備の区分に応じて同表に定める金額の範囲内において管理受託者が知事の承認を受けて定めるものとする。

３　第三条第二項及び第三項の規定は，利用料金の減免及び返還について準用する。この場合において，同条第二項中「知事は，」とあるのは「管理受託者は，知事が別に定める」と，「使用料」とあるのは「利用料金」と，同条第三項中「使用料」とあるのは「利用料金」と，「知事」とあるのは「管理受託者」とそれぞれ読み替えるものとする。

　（委任規定）

第八条　この条例に定めるこののほか，中央森林公園の管理に関し必要な事項は，知事が定める。

別表第一（第三条関係）


別表第二（第三条，第六条，第七条関係）
以下　（略）



区分�
単位�
使用料�
�
（略）�
�
研修室�
四五人部屋�
一室二時間までごとに�
二，六二五円�
�
�
九○人部屋�
一室二時間までごとに�
五，二五○円�
�
広場，サイクリングロードその他の施設�
�
知事が定める額�
�






区分�
単位�
使用料�
�
（略）�
�
広場，サイクリングロードその他の施設�
�
知事が定める額�
�









